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は
じ
め
に

　

平
安
時
代
の
年
中
行
事
で
も
、
一
段
と
華
や
か
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
の

は
、
十
一
月
に
行
わ
れ
る
新
嘗
祭
と
大
嘗
祭
の
豊
明
節
会
に
舞
う
舞
姫
た
ち

の
舞
で
あ
り
、
舞
姫
た
ち
が
中
丑
日
に
内
裏
の
常
寧
殿
に
設
営
さ
れ
た
五
節

所
に
夜
参
入
（
十
世
紀
以
前
は
子
日
）
す
る
参
入
儀
と
舞
姫
た
ち
の
予
行
演

習
で
あ
る
帳
台
試
、
寅
日
の
天
皇
の
前
で
行
う
御
前
試
、
卯
日
の
天
皇
や
上

層
貴
族
が
舞
姫
に
付
き
従
っ
た
童
女
を
見
る
童
女
御
覧
、
等
々
の
儀
式
が
よ

り
い
っ
そ
う
娯
楽
的
に
行
わ
れ
た
。『
枕
草
子
』
や
『
源
氏
物
語
』
を
始
め
、

多
く
の
物
語
に
描
写
さ
れ
、
和
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
莫
大
な
費
用
を
要
す

る
舞
姫
献
上
が
割
り
当
て
ら
れ
た
貴
族
層
は
、
日
記
や
儀
式
書
類
に
詳
細
に

記
録
し
て
い
る
。
日
本
史
に
と
っ
て
も
、
日
本
文
学
に
と
っ
て
も
、
そ
の
詳

細
な
構
造
や
変
容
過
程
の
研
究
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
従
来

ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た*1

。
最
近
、
佐
藤
泰
弘
氏
が
五
節
献
上
者

や
儀
式
の
流
れ
を
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
お
り*2

、
筆
者
も
十
世
紀
か
ら
十
二
世

紀
に
実
際
に
舞
っ
た
舞
姫
の
実
態
を
、
名
前
や
出
自
が
わ
か
る
舞
姫
に
限
り

検
討
し
、
以
下
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た*3

。
①
十
世
紀
前
半
で
は
、
舞
姫
を

献
上
す
る
公
卿
は
実
女
を
舞
姫
に
し
た
こ
と
、
②
十
世
紀
中
頃
か
ら
十
一
世

紀
中
頃
で
は
、
公
卿
層
が
献
上
す
る
舞
姫
は
、
現
存
受
領
層
で
し
か
も
家
人

的
臣
従
関
係
に
あ
る
下
級
貴
族
層
の
娘
た
ち
だ
っ
た
こ
と
、
③
舞
姫
は
後
に

内
女
房
に
採
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
期
待
し
て
い
た
こ
と
、
④
院
政
期
に

は
、
公
卿
層
も
含
め
献
上
者
の
親
族
や
近
親
関
係
の
出
自
の
高
い
女
性
が
舞

姫
に
な
っ
た
こ
と
、
⑤
舞
姫
経
験
女
性
は
女
房
だ
け
で
な
く
莫
大
な
禄
を
獲

得
で
き
る
舞
師
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
貴
族
女
性
た
ち
は
転
昇
が
推
察
さ

れ
積
極
的
に
舞
姫
に
な
り
舞
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

　

小
稿
は
、
前
稿
で
課
題
を
提
示
し
て
お
い
た
舞
姫
の
舞
師
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
舞
師
と
は
、
舞
姫
に
舞
を
教
習
す
る
教
師
で
あ
る
が
、
舞
姫
の
教
習

に
つ
い
て
は
、
後
藤
紀
彦
氏
の
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

そ
の
番
に
当
た
っ
た
公
卿
や
国
司
は
舞
姫
・
童
女
・
下
仕
を
進
献
す
る

に
は
、
容
姿
と
歌
舞
・
唱
歌
が
巧
み
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
人
選

に
難
渋
し
た
。
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
は
、
舞
姫
・
童
女
に
は

下
級
貴
族
の
娘
や
侍
女
を
充
て
た
よ
う
で
あ
る
が
、
下
仕
に
は
多
く
の

場
合
、
江
口
・
神
崎
の
遊
女
を
呼
び
よ
せ
て
下
見
を
し
て
選
び
出
し
て

仕
立
て
た
。
五
節
舞
は
臨
時
に
五
節
所
を
設
け
て
練
習
さ
せ
た
が
、
こ

五
節
舞
師

　
　
　
─ 

平
安
時
代
の
五
節
舞
姫 

─

服
　
藤
　
早
　
苗
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の
五
節
所
も
雅
楽
寮
の
楽
人
が
教
習
し
た
の
で
あ
り
、
内
教
坊
と
の
縁

は
深
い
も
の
が
あ
っ
た*4

。

下
仕
に
遊
女
が
充
て
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
著
で
批
判
し
た*5

。

五
節
舞
は
臨
時
に
五
節
所
を
設
け
て
雅
楽
寮
の
楽
人
が
教
習
さ
せ
た
と
さ
れ

る
点
や
内
教
坊
と
の
関
係
も
疑
問
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
舞
姫
は
内
教
坊
の

妓
女
か
ら
選
ば
れ
た
女
性
で
は
な
い
。
三
好
清
行
の「
意
見
封
事
十
二
箇
条
」

に
「
弘
仁
・
承
和
の
二
代
（
嵯
峨
・
仁
明
の
両
天
皇
）
は
、
も
っ
と
も
内
寵

を
好
む
。
故
に
あ
ま
ね
く
諸
家
を
し
て
、
こ
の
妓
を
択
び
進
ら
し
む
。
お
も

へ
ら
く
選
納
の
便
と
お
も
へ
り
」*6

と
あ
る
よ
う
に
、
九
世
紀
初
頭
か
ら
五
節

舞
姫
は
貴
族
の
諸
家
が
女
子
を
舞
わ
せ
た
の
で
あ
り
、
内
教
坊
の
妓
女
で
は

な
か
っ
た*7

。
内
教
坊
と
の
関
係
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
舞
姫

の
舞
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
教
習
し
、さ
ら
に
、誰
が
ど
の
よ
う
に
舞
師
に
な
っ

た
の
か
、
史
料
を
提
示
し
つ
つ
検
討
し
た
い
。

一　

舞
姫
の
教
習
と
舞
師

　

ま
ず
は
、
舞
姫
に
決
ま
っ
た
女
性
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
五
節
舞
を
習
う
の

か
、
教
習
の
あ
り
方
の
史
料
を
見
た
い
。

　

①
長
保
元
年
（
九
九
九
）
十
月
二
日
、「
藤
相
公
（
懐
平
）
告
げ
送
り
て
云

わ
く
、
昨
、
五
節
を
定
め
ら
る
。
殿
上
生
昌
、
済
家
、
右
大
将
道
綱
、
余
（
実

資
）
な
り
」
と
藤
原
実
資
は
記
し
て
お
り
、
舞
姫
献
上
者
に
選
ば
れ
た
。

十
一
月
十
六
日
乙
未
の
記
事
で
あ
る
。

五
節
舞
姫
宅
、
今
日
師
を
迎
え
し
め
習
わ
し
む
。
雑
物
を
分
け
遣
わ
す
、

師
の
禄
は
絹
三
疋
、
米
五
石
〈
三
石
は
饗
料
、
二
石
は
従
者
の
禄
料
〉

（〈　

〉
は
割
注
二
行
以
下
同
じ
）、
菓
子
、
魚
物
等
な
り
。

実
資
の
五
節
舞
姫
は
、
二
十
二
日
辛
丑
に
「
舞
姫
〈
備
前
前
守
相
近
女
と
称

す
者
な
り
〉」
と
あ
る
か
ら
、
前
備
前
守
源
相
近
宅
に
「
師
」
を
迎
え
て
舞

を
習
わ
せ
て
い
る
。「
師
禄
絹
三
疋
」
は
教
習
料
と
し
て
師
に
与
え
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
舞
師
が
迎
え
ら
れ
て
舞
が
教
習
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
な
お
、
実
資
の
舞
姫
は
二
十
二
日
丑
の
亥
刻
（
午
後
十
時
）
に
陪

従
六
人
・
童
女
二
人
・
下
仕
四
人
・
上
雑
仕
二
人
を
従
え
て
参
入
す
る
か
ら
、

師
を
迎
え
て
教
習
す
る
の
は
六
日
前
で
あ
る
（
以
上
『
小
右
記
』）。
こ
の
年

六
月
十
四
日
に
内
裏
が
焼
亡
し
て
お
り
（『
日
本
紀
略
』）、一
条
院
内
裏
だ
っ

た
ゆ
え
、東
対
を
五
節
所
、母
屋
二
間
を
舞
姫
が
練
習
に
舞
う
舞
殿
と
し
、「
塗

籠
を
師
曹
司
と
な
」（『
権
記
』
長
保
元
年
十
一
月
二
十
二
日
条
）
し
て
い
る
。

同
じ
く
「
師
」
と
あ
り
、
実
資
献
上
の
舞
姫
を
教
習
し
た
の
は
舞
師
だ
っ
た
。

　

②
長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
十
月
一
日
、
前
年
参
議
に
な
っ
た
藤
原
行
成

三
十
歳
は
舞
姫
献
上
を
命
じ
ら
れ
た
。
新
任
や
昇
任
公
卿
が
任
じ
ら
れ
る
慣

例
が
あ
っ
た
。
十
一
月
十
一
日
丁
酉
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

今
日
、
大
和
守
と
相
語
り
、
舞
姫
の
小
師
を
尚
侍
殿
（
藤
原
綏
子
）
に

迎
え
し
む
。（『
権
記
』）

大
和
守
は
藤
原
景
斉
で
、
尚
侍
綏
子
の
父
藤
原
兼
家
の
ツ
マ
近
江
・
対
の
御

方
の
兄
弟
で
あ
る
。
行
成
は
近
江
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
の
で
、
綏
子
の

殿
舎
に
舞
姫
と
小
師
を
迎
え
教
習
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
舞
姫
参
入
は
十
五

日
丑
で
あ
る
か
ら
、
四
日
前
で
あ
る
。
な
お
、「
小
師
」
に
つ
い
て
は
後
に
検

討
を
加
え
る
が
、
初
見
史
料
で
あ
る
。

　

③
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
は
実
資
の
養
子
参
議
資
平
が
舞
姫
献
上
者
で

あ
っ
た
。
十
一
月
十
七
日
丁
亥
、
実
資
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

宰
相
（
資
平
）
今
夜
、
五
節
舞
師
を
迎
え
る
と
云
々
。
入
夜
宰
相
来
た

り
て
云
わ
く
、「（
中
略
）、
今
夜
師
を
迎
え
、
舞
を
習
い
、
明
夕
帰
る
べ

し
」、
て
え
り
（『
小
右
記
』）
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舞
姫
参
入
は
十
九
日
丑
で
あ
る
か
ら
、
二
日
前
に
、
し
か
も
、
夜
か
ら
次
の

夕
方
ま
で
一
昼
夜
で
教
習
は
終
わ
っ
て
い
る
。
直
前
の
教
習
で
こ
と
た
り
た

の
で
あ
る
。「
師
」「
五
節
舞
師
」
と
あ
る
。

　

④
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
は
実
資
が
献
上
者
で
あ
っ
た
。
十
一
月
二
日
、

「
故
好
任
朝
臣
女
、
今
夜
家
に
お
い
て
著
裳
せ
し
む
。
五
節
舞
姫
と
な
す
べ

き
に
よ
る
な
り
」
と
あ
り
、
故
橘
好
任
女
が
舞
姫
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る*8

。

八
日
丙
戌
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

入
夜
、
車
を
遣
わ
し
小
師
を
迎
え
る
、
大
師
の
申
す
に
依
る
な
り
。
先

ず
菓
子
等
を
給
う
。
次
に
飯
菜
を
給
う
。
今
日
精
進
の
日
な
り
、
菜
相

交
じ
る
味
物
の
み
。

九
日
丁
亥
の
記
事
で
あ
る
。

舞
師
今
夜
送
り
遣
わ
し
お
わ
ん
ぬ
。
薫
物
・
白
物
・
絹
三
疋
・
綿
三
屯
・

米
五
石
を
給
う
。
前
例
は
絹
三
疋
・
綿
二
屯
な
り
、
し
か
れ
ど
も
、
懇

切
な
要
物
、
そ
の
詞
恥
と
異
な
る
、
よ
り
て
綿
一
屯
を
加
え
給
う
。
ま

た
、
こ
と
に
八
木
を
賜
う
の
み
。
家
に
旧
五
節
有
り
、
よ
り
て
日
ご
ろ

内
々
に
習
わ
し
む
、
師
を
迎
え
る
旨
の
日
、
た
だ
昨
今
と
雖
も
、
練
習

す
る
所
、
日
有
る
の
み
。

実
資
の
宅
に
来
た
小
師
は
、
大
師
が
申
し
た
故
で
あ
る
と
あ
り
、
大
師
が
自

身
で
は
な
く
小
師
を
送
っ
て
教
習
さ
せ
て
い
る
。
夜
来
て
翌
日
の
夜
帰
っ
て

お
り
、
一
昼
夜
の
教
習
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
実
資
家
に
は
か
つ
て
舞
姫
を

務
め
た
「
旧
五
節
」
が
い
る
の
で
、
日
ご
ろ
内
々
に
練
習
さ
せ
て
お
い
た
の

で
昨
今
（
一
昼
夜
）
で
よ
か
っ
た
の
だ
、
と
あ
る
。
旧
稿
で
検
討
し
た
よ
う

に
、
五
節
舞
姫
に
な
る
と
天
皇
付
き
の
女
房
（
内
女
房
）
や
貴
族
家
の
女
房

に
と
し
て
出
仕
す
る
事
が
多
い
ゆ
え
に
、
家
女
房
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
以

上
『
小
右
記
』）。
舞
姫
参
入
は
十
一
日
己
丑
で
あ
る
か
ら
教
習
し
た
の
は
三

日
前
で
あ
る
。

　

⑤
長
元
五
年
（
一
〇
三
二
）
十
一
月
二
十
一
日
己
丑
、
実
資
は
、「
宰
相
中

将
五
節
を
献
ず
。
経
営
は
下
官
（
実
資
）
の
経
営
の
如
し
」
と
記
し
て
い
る
。

宰
相
中
将
は
、
娘
千
古
の
婿
藤
原
兼
頼
で
あ
る
。
兼
頼
は
道
長
次
妻
源
明
子

腹
頼
宗
長
男
で
十
九
歳
、
昨
年
参
議
に
な
っ
た
故
の
舞
姫
献
上
で
あ
る
。
実

父
権
大
納
言
頼
宗
三
十
九
歳
は
健
在
で
あ
る
が
、
妻
方
に
居
住
し
て
い
る
ゆ

え
に
、
儀
式
等
の
費
用
は
妻
の
父
実
資
が
援
助
し
た*9

。
十
九
日
丁
亥
で
あ
る
。

今
夜
□
舞
姫
〈
前
長
門
□
雅
朝
臣
女
〉、
次
い
で
小
師
を
迎
え
る
。
先

ず
菓
子
、
□
物
〈
折
敷
四
本
〉
を
給
う
。
亦
、
従
女
等
に
食
を
給
う
。

次
に
裳
代
の
絹
一
疋
を
給
う
。
次
い
で
舞
を
習
わ
し
む
。

翌
二
十
日
戊
子
で
あ
る
。

舞
姫
の
小
師
を
返
し
送
る
。
例
禄
を
給
う
〈
三
疋
・
三
屯
・
或
い
は
二

屯
と
記
す
〉
返
し
遣
わ
す
。
殊
に
八
木
五
石
、
几
帳
帷
・
畳
四
枚
・
火

桶
等
を
取
り
給
う
。
今
朝
、
手
洗
楾
を
執
ら
ん
と
欲
す
。
し
か
る
に
出

納
の
男
、
乞
い
返
し
給
わ
ら
ず
。
よ
り
て
忿
怒
き
わ
ま
り
な
し
。

二
十
一
日
丑
が
参
入
で
あ
る
か
ら
、
小
師
に
よ
る
教
習
は
二
日
前
か
ら
前
日

に
か
け
て
一
昼
夜
教
習
で
あ
る
。
禄
の
絹
三
疋
と
綿
三
屯
は
同
じ
で
、
他
に

八
木
（
米
）
五
石
と
几
帳
帷
・
畳
四
枚
・
火
桶
等
を
与
え
て
い
る
。
練
習
の

た
め
に
作
っ
た
の
で
舞
師
に
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
（
以
上
『
小
右
記
』）。

　

十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
前
期
の
実
際
に
舞
師
が
舞
姫
に
舞
を
教
え
て
い

る
史
料
で
あ
る
が
、
十
二
世
紀
に
な
っ
て
も
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

⑥
寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
十
月
四
日
、
加
賀
守
藤
原
為
房
が
五
節
献
上

に
決
定
す
る
。
十
一
月
十
六
日
庚
子
の
記
事
で
あ
る
。

今
日
小
師
を
迎
え
る
〈
名
草
〉。
北
隣
宅
に
お
い
て
舞
姫
に
調
習
せ
し

む
。
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や
は
り
小
師
を
迎
え
て
舞
姫
に
調
習
さ
せ
て
い
る
。
翌
十
七
日
丑
に
は
、
舞

姫
が
参
入
し
て
お
り
、
小
師
に
よ
る
調
習
は
前
日
で
あ
る
（
以
上
『
為
房
卿

記
』）。

　

⑦
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
十
一
月
十
五
日
辛
丑
、
権
大
納
言
藤
原
宗
忠

の
舞
姫
献
上
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

今
朝
舞
師
〈
小
伊
與
〉
を
侍
廊
に
迎
え
、
舞
姫
に
舞
を
習
わ
し
む
。
晩

景
、
帰
ら
し
む
の
間
、
例
禄
の
外
、
女
房
装
束
皆
も
っ
て
放
ち
取
り
お

わ
ん
ぬ
。
故
実
と
称
す
。
ま
た
、
制
止
せ
ざ
る
な
り
。
大
略
近
年
の
作

法
と
て
え
り
。

十
五
日
は
丑
で
、「
下
官
の
姫
暁
に
参
入
せ
し
む
」
と
あ
り
、
宗
忠
の
舞
姫
は

暁
に
参
入
し
て
い
る
。
院
政
期
に
は
、
夜
に
童
女
・
傅
女
房
・
下
仕
等
を
正

装
さ
せ
、
大
勢
の
貴
族
の
見
守
る
中
参
入
す
る
の
は
大
変
負
担
を
強
い
る
た

め
、
規
則
通
り
夜
参
入
す
る
の
は
一
組
か
二
組
に
な
っ
て
お
り
、
外
は
暁
に

密
々
に
参
入
す
る
慣
例
が
で
き
て
い
た
。
こ
の
年
は
、
夜
参
入
す
る
の
は
尾

張
守
長
親
と
越
後
守
政
教
で
、
宗
忠
と
権
大
納
言
源
能
俊
は
暁
に
参
入
し
て

い
る
。
暁
に
参
入
し
た
の
に
、
今
朝
舞
師
を
迎
え
て
舞
姫
に
舞
を
習
わ
せ
た

の
は
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
の
で
、
前
日
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

舞
の
教
習
は
朝
か
ら
夕
方
ま
で
の
時
間
で
あ
っ
た
（
以
上
『
中
右
記
』）。

　

⑧
長
承
元
年
（
一
一
三
二
）
十
一
月
は
、
新
参
議
藤
原
宗
能
の
献
上
で
あ

る
。
十
一
月
十
九
日
丙
子
、
宗
能
の
実
父
宗
忠
の
日
記
で
あ
る
。

宰
相
中
将
（
宗
能
）
五
節
を
献
ず
。
同
所
の
間
偏
に
沙
汰
す
る
所
な
り
。

夕
方
小
師
を
侍
廊
に
迎
え
舞
を
習
わ
し
む
な
り
。
共
の
女
官
七
人
扈
従
。

二
十
日
丑　

申
時
（
午
後
二
時
）
ば
か
り
に
舞
師
に
例
禄
を
給
う
。
車

を
以
て
送
り
お
わ
ん
ぬ
。
今
夕
五
節
参
入
す
。

舞
姫
参
入
の
前
日
の
夕
方
小
師
を
迎
え
、
参
入
当
日
の
昼
過
ぎ
に
舞
師
に
例

禄
を
与
え
送
っ
て
い
る
。「
小
師
」
も
「
舞
師
」
と
あ
る
。
な
お
、
前
述
の

⑤
で
は
、
実
資
が
同
居
の
婿
兼
頼
の
舞
姫
献
上
を
自
分
の
経
営
の
ご
と
く
援

助
し
て
い
た
が
、
十
二
世
紀
に
な
る
と
妻
の
父
で
は
な
く
、
実
父
が
主
体
的

に
経
営
援
助
し
て
お
り
、
婚
姻
居
住
形
態
の
変
容
が
如
実
に
み
て
と
れ
注
目

さ
れ
る
（
以
上
『
中
右
記
』）。

　

⑨
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
十
一
月
は
内
大
臣
藤
原
頼
長
二
十
七
歳
の
献

上
で
あ
る
。
十
一
月
十
日
子
、
頼
長
は
舞
師
を
迎
え
る
。

深
更
、
舞
師
采
女
安
芸
来
る
。
余
、
烏
帽
・
直
衣
を
着
し
舞
姫
を
率
い

相
逢
う
。
舞
を
習
わ
し
む
。
例
禄
の
外
、
別
に
禄
長
絹
三
疋
を
賜
う
。

式
部
大
夫
盛
憲
之
を
賜
う
。
先
例
こ
の
こ
と
無
し
。
し
か
れ
ど
も
安
芸

老
衰
に
及
ぶ
〈
八
十
余
〉。
議
者
た
り
、
よ
り
て
之
を
優
す
の
み
、
例

と
な
す
べ
か
ら
ず
。
舞
教
え
お
わ
ん
ぬ
。
暁
に
及
び
退
出
、
永
久
丑
日

退
出
、
今
度
早
く
出
す
、
親
隆
所
行
な
り
、
失
と
謂
う
べ
し
。

十
一
日
丑
が
参
入
な
の
で
、
前
日
の
深
夜
か
ら
暁
ま
で
の
五
・
六
時
間
ほ
ど

の
舞
師
に
よ
る
教
習
で
あ
る
。
し
か
も
、
舞
師
は
な
ん
と
八
十
余
歳
で
あ
る
。

頼
長
は
老
衰
故
に
教
え
ら
れ
な
い
と
は
ま
っ
た
く
記
さ
ず
、
逆
に
優
遇
し
て

い
る
。
永
久
三
年
の
忠
通
が
舞
姫
を
献
上
し
た
吉
例
と
比
べ
る
と
舞
師
を
返

す
の
が
早
す
ぎ
た
と
、
几
帳
面
な
頼
長
は
憤
慨
し
て
い
る
。

　

以
上
、
史
料
上
で
舞
師
に
よ
る
教
習
が
明
記
さ
れ
て
い
る
史
料
の
み
を
提

示
し
た
。
舞
師
に
よ
る
舞
姫
へ
の
五
節
舞
教
習
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
き
ら
か
に
な
る
。
①
舞
師
は
舞
姫
や
舞
姫
献
上
者
の
邸
宅
ま
で
出
向
き
、

教
習
し
て
い
る
こ
と
。
②
舞
師
に
は
「
大
師
」
と
「
小
師
」
が
お
り
と
も
に

「
舞
師
」
と
よ
ば
れ
、「
小
師
」
が
実
際
に
教
習
し
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
。

③
舞
師
は
舞
姫
参
入
の
六
日
か
ら
前
日
、
あ
る
い
は
当
日
の
朝
方
に
教
習
し

て
お
り
、
一
昼
夜
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
。
④
舞
を
教
え
た
舞
師
に
は
禄
が
支
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給
さ
れ
た
こ
と
。
⑤
舞
師
は
、「
小
伊
與
」「
安
芸
」
等
の
女
房
名
と
思
わ
れ

る
名
前
を
も
っ
て
い
る
こ
と
。
五
節
舞
は
、
舞
師
が
一
昼
夜
ほ
ど
教
習
す
れ

ば
習
得
で
き
る
、
簡
単
な
舞
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、

男
性
宮
廷
貴
族
が
選
定
さ
れ
る
御
賀
舞
で
は
、
舞
人
に
指
名
さ
れ
る
と
半
年

以
上
舞
師
に
付
い
て
集
中
的
な
舞
の
特
訓
を
受
け
ね
ば
な
ら
ず
、
舞
師
へ
の

教
習
料
や
舞
装
束
の
調
達
費
用
も
莫
大
で
あ
っ
た
と
い
う*10

。
御
賀
舞
と
比
較

す
る
と
、
一
昼
夜
、
あ
る
い
は
五
・
六
時
間
で
習
得
で
き
る
五
節
舞
の
簡
単

さ
が
理
解
で
き
よ
う
。
ま
た
、
舞
師
派
遣
に
、
雅
楽
寮
も
内
教
坊
も
い
っ
さ

い
出
て
こ
な
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

で
は
、
こ
の
舞
師
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
者
が
、
ど
の
よ
う
に
任
命
さ
れ
、

ど
の
よ
う
に
任
務
を
果
た
す
の
か
、
次
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二　

舞
師
の
任
命
と
実
態

　

五
節
舞
師
の
具
体
的
実
名
も
記
載
さ
れ
る
大
変
興
味
深
い
史
料
は
、
長
徳

四
年
（
九
九
八
）
十
一
月
四
日
の
『
権
記
』
で
あ
る
。

参
内
す
。（
中
略
）、勅
し
て
云
わ
く
、「
良
岑
氏
子
を
五
節
師
と
な
せ
」と
。

則
ち
、
名
簿
を
給
う
。
名
簿
に
従
五
位
下
良
岑
朝
臣
氏
子
〈
長
徳
四
年

十
一
月
三
日
、
宣
旨
に
よ
り
そ
の
人
に
仰
す
と
云
々
〉
と
注
す
。

行
成
は
右
大
弁
で
蔵
人
頭
、
す
な
わ
ち
頭
弁
だ
っ
た
ゆ
え
に*11

、
天
皇
の
勅
を

う
け
て
宣
旨
を
下
す
手
続
き
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
五
節
師
は
宣
旨
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
こ
と
、
従
五
位
下
の
位
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

五
節
舞
師
が
宣
旨
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
、応
和
四
年
（
九
六
四
）

二
月
二
十
九
日
に
任
命
さ
れ
た
中
臣
静
子
の
例
が
あ
る
。

内
教
坊
頭
預　
中
臣
静
子　
〈
応
和
四
年
二
月
二
十
九
日　

別
当
奏
補
す
。

五
節
師
は
内
侍
宣
を
以
て
、
本
人
及
び
内
侍
所
に
仰
せ
ら
る
。
旧
舞
姫

を
以
て
師
と
為
す
〉。（『
西
宮
記
』
臨
時
一　

臨
時
雑
宣
旨
）

中
臣
静
子
が
「
内
教
坊
頭
預
」
に
別
当
の
奏
上
に
よ
り
任
命
さ
れ
、
内
侍
宣

で
本
人
及
内
侍
所
に
仰
せ
下
さ
れ
て
い
る
。
旧
舞
姫
が
五
節
師
で
あ
る
。

　

内
教
坊
は
、
唐
に
お
い
て
開
元
二
年
（
七
一
四
）
に
新
内
教
坊
が
設
置
さ

れ
た
の
を
模
し
て
、
八
世
紀
初
頭
元
正
朝
に
雅
楽
寮
付
属
機
関
と
し
て
設
置

さ
れ
た
令
外
の
官
で
、
本
来
は
渤
海
等
の
外
国
使
節
の
賜
宴
を
彩
る
女
楽
と

し
て
設
置
さ
れ
た
と
す
る
説
や*12

、
渡
来
系
の
女
性
た
ち
を
中
心
に
渡
来
系
の

集
団
舞
踏
で
あ
る
踏
歌
を
教
習
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
す
る
説*13

が
あ
る
。

八
世
紀
後
半
に
な
る
と
内
教
坊
は
当
初
の
渡
来
系
妓
女
か
ら
我
が
国
出
身
の

妓
女
と
な
り
、
平
安
時
代
に
な
る
と
踏
歌
の
み
な
ら
ず
女
楽
を
掌
る
一
奏
楽

機
関
と
し
て
独
立
し
た
。
女
性
に
よ
る
謡
と
舞
を
指
導
教
授
す
る
よ
う
に
な

り
、
平
安
前
期
に
は
女
性
の
頭
を
、
中
期
に
は
男
子
の
別
当
を
筆
頭
と
し
た

体
制
が
確
立
し
た
。
妓
女
は
、
正
月
の
白
馬
節
会
・
内
宴
・
九
月
九
日
菊
花

宴
な
ど
で
雅
楽
を
中
心
と
し
た
奏
楽
の
歌
舞
を
行
っ
た
が
、
内
宴
は
長
元
七

年
（
一
〇
三
四
）
以
後
中
絶
し
、
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
に
再
興
さ
れ
翌

年
も
行
わ
れ
た
が
以
後
廃
絶
す
る
。
白
馬
節
会
で
の
妓
女
舞
も
十
一
世
紀
末

に
は
廃
絶
す
る*14

。
つ
ま
り
、
内
教
坊
は
十
一
世
紀
以
降
し
だ
い
に
衰
退
す
る

の
で
あ
る
。

　

五
節
舞
の
舞
師
は
、
本
来
雅
楽
寮
に
い
た
。
斉
衡
二
年
（
八
五
五
）
八
月

二
十
一
日
、
雅
楽
寮
所
属
の
五
節
舞
師
を
停
止
す
る
太
政
官
符
が
出
た
。
し

か
し
、
同
年
十
二
月
二
十
一
日
に
は
改
め
て
五
節
舞
師
を
置
く
よ
う
に
規
定

さ
れ
て
お
り
（
以
上
『
類
従
三
代
格
』）、
九
世
紀
の
段
階
で
は
五
節
舞
師
は

雅
楽
寮
所
属
だ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
、『
伊
呂
波
字
類
抄
』に
は
、「
五
節
舞
師〈
文

徳
御
宇
、
斉
衡
三
年
丙
子
、
之
を
始
む
。
寛
平
御
時
、
舞
姫
公
卿
進
る
べ
き

由
宣
下
さ
る
〉」
と
あ
り
、
翌
斉
衡
三
年
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。『
伊
呂
波
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字
類
抄
』
の
五
節
舞
師
は
、
割
注
か
ら
み
て
間
違
い
な
く
新
嘗
祭
に
舞
う
五

節
舞
姫
を
教
習
す
る
舞
師
で
あ
り
、
斉
衡
三
年
の
は
、
雅
楽
寮
に
置
か
れ
た

舞
師
と
は
別
に
内
教
坊
に
置
か
れ
た
五
節
舞
師
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る*15

。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
臣
静
子
は
、
内
教
坊
頭
預
の
職
名
で
五
節
舞
師
に

な
っ
た
こ
と
、「
旧
舞
姫
」、
す
な
わ
ち
舞
姫
経
験
者
だ
っ
た
こ
と
、
宣
旨
で

任
命
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

前
述
の
良
岑
氏
子
に
戻
る
と
、
長
元
七
年
（
一
〇
三
四
）
十
一
月
十
六
日

壬
寅
に
も
出
て
く
る
。
参
議
右
大
弁
源
経
頼
五
十
九
歳
は
『
左
経
記
』
に
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

或
る
者
云
わ
く
、「
昨
夜
五
節
参
内
の
間
、
降
雨
に
よ
り
、
或
い
は
人
に

負
わ
れ
、
或
い
は
他
の
門
よ
り
入
る
」
と
云
々
。
舞
師
氏
子
日
来
病
悩
、

よ
り
て
孫
女
を
も
っ
て
代
官
と
為
し
参
ら
し
む
と
云
々
。

舞
師
の
宣
旨
を
獲
得
し
て
三
十
四
年
間
、
良
岑
氏
子
は
舞
師
だ
っ
た
こ
と
が

判
明
す
る
。
さ
ら
に
、
十
一
月
二
十
一
日
丁
未
の
記
事
で
あ
る
。

昨
日
頭
権
弁
語
り
て
云
わ
く
、「
五
節
舞
師
病
に
よ
り
孫
女
を
参
ら
し
む

と
云
わ
く
、『
御
前
試
の
夜
参
上
の
間
、
未
だ
宣
旨
を
奉
ら
ざ
る
に
よ
り

制
止
し
上
ら
せ
ず
』。
し
か
る
に
或
る
者
云
わ
く
、『
帳
台
試
の
夜
代
官

と
な
り
参
候
す
。
主
上
な
ら
び
に
関
白
密
か
に
彼
の
宿
所
に
御
す
。
す

で
に
咎
の
仰
せ
を
被
る
こ
と
無
し
。
是
れ
天
許
有
る
か
』、
て
え
れ
ば
、

参
上
せ
し
め
お
わ
ん
ぬ
」、
て
え
り
。

清
涼
殿
で
行
わ
れ
る
寅
日
の
御
前
試
の
日
に
、
舞
師
と
し
て
五
節
所
に
参
上

し
た
孫
女
に
、
未
だ
宣
旨
を
被
っ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
、
と
清
涼
殿
殿
上

に
上
ら
せ
な
い
措
置
を
執
る
者
が
い
た
が
、
前
日
の
丑
日
の
帳
台
試
で
す
で

に
後
一
条
天
皇
も
関
白
頼
通
も
許
可
し
た
の
で
あ
る
か
ら
良
い
と
の
結
論
に

な
り
、
参
上
し
て
い
る
。
な
お
、
丑
日
の
夜
中
に
行
わ
れ
る
帳
台
試
で
は
、

舞
師
の
席
に
天
皇
や
関
白
が
や
っ
て
き
て
同
席
し
て
舞
姫
の
練
習
を
覧
る
が
、

こ
の
帳
台
試
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。
舞
師
の
職
が
祖
母
か
ら
孫
に
継
承
さ

れ
、
そ
れ
を
天
皇
も
関
白
も
承
認
し
た
の
で
あ
る
。

　

長
徳
四
年
の
良
岑
氏
子
任
命
に
は
宣
旨
が
出
さ
れ
た
が
、「
五
節
師
」
と
名

簿
に
書
か
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
び
も
同
様
な
宣
旨
が
出
た
の
で
あ

ろ
う
が
、
で
は
、
中
臣
静
子
の
よ
う
に
内
教
坊
頭
預
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

す
で
に
内
教
坊
と
は
直
接
関
わ
り
な
く
な
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
中
臣
静
子
の
場
合
は
「
別
当
奏
補
」
で
あ
り
内
教
坊
の
男
性
別
当
が

実
際
的
に
は
奏
し
て
補
任
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
良
岑
氏
子
は
、
頭
弁
行

成
が
勅
を
承
け
、宣
旨
に
よ
り
そ
の
人
（
良
岑
氏
子
）
に
仰
せ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
ま
た
孫
女
へ
の
実
質
的
な
継
承
も
天
皇
と
関
白
の
暗
黙
の
合
意
の

上
で
の
任
命
で
あ
り
内
教
坊
別
当
の
関
与
は
ま
っ
た
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
内
教
坊
の
女
楽
は
雅
楽
で
あ
る
が
、
五
節
舞
は
日
本
固
有
の
歌
謡
で

あ
る
大
歌
が
奏
さ
れ
た*16

。
ま
た
、
内
教
坊
妓
女
が
舞
う
内
宴
は
十
一
世
紀
中

期
に
は
中
絶
し
て
い
た
。

　

た
し
か
に
、『
源
氏
物
語
』
末
摘
花
で
は
、
末
摘
花
の
女
房
た
ち
の
古
め
か

し
さ
を
、「
さ
す
が
に
櫛
を
し
垂
れ
て
挿
し
た
る
ひ
た
い
つ
き
、
内
教
坊
、
内

侍
所
の
ほ
ど
に
、
か
か
る
も
の
ど
も
あ
る
は
や
、
と
お
か
し
」
と
あ
り
、
脚

注
で
は
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）、「
ず
り
落
ち
そ
う
に
な
っ
て
も
、
櫛

を
前
下
が
り
に
さ
し
て
い
る
額
つ
き
。
宮
中
で
陪
膳
に
奉
仕
す
る
女
房
と
同

じ
よ
う
に
、
古
式
ど
お
り
に
髪
を
上
げ
て
櫛
を
さ
す
。
こ
れ
も
古
さ
を
頑
固

に
守
っ
て
い
る
不
体
裁
」
で
内
侍
所
や
内
教
坊
の
「
古
式
を
守
る
役
所
の
老

女
官
を
連
想
」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
内
教
坊
は
す
で
に
老
女
官
の
巣
窟
で

あ
り
、
若
い
妓
女
の
居
る
場
所
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
舞
師
は
内
教

坊
所
属
で
は
な
く
蔵
人
所
が
直
接
宣
旨
を
く
だ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
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は
な
か
ろ
う
か
。
十
二
世
紀
な
っ
て
内
教
坊
が
廃
絶
し
て
も
舞
師
は
継
続
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
証
と
な
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
舞
師
中
臣
静
子
は
「
旧
舞
姫
」
と
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
舞
師

は
舞
姫
経
験
者
が
選
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
良
岑
氏
子
は
、
永
祚

元
年
（
九
八
九
）
十
一
月
に
藤
原
実
資
が
献
上
し
た
際
の
舞
姫
で
は
な
い
か

と
推
察
さ
れ
る
。
十
一
月
十
二
日
己
丑
、
実
資
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

戌
お
わ
り
に
五
節
を
参
ら
し
む
。
ま
ず
、
自
ら
の
車
を
遣
わ
し
、
舞
姫

を
迎
え
取
ら
し
む
〈
中
務
少
輔
遠
高
女
な
り
〉。
金
作
車
一
両
・
檳
榔

毛
車
五
両
・
莚
張
二
両
、
陪
従
女
十
人
・
童
女
二
人
・
下
仕
四
人
・
樋

洗
・
上
雑
仕
等
な
り
。

良
岑
遠
高
は
、
史
料
上
で
は
従
五
位
上
相
当
の
中
務
少
輔
が
最
高
官
職
の
現

役
下
級
貴
族
で
あ
る
（『
平
安
人
名
辞
典
～
長
保
二
年
』）。
良
岑
氏
子
と
同

じ
良
岑
姓
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
実
資
は
こ
の
舞
師
良
岑
氏
子
に
便
宜
を
図
っ

て
い
る
。
万
寿
二
年
の
実
資
献
上
で
は
（
前
掲
史
料
②
）、
様
々
な
物
を
与

え
て
い
た
。
万
寿
二
年
十
一
月
八
日
丙
戌
、「
五
節
大
師
、
昨
日
要
物
の
消
息

有
り
。
前
例
無
き
と
雖
も
、
今
日
、
桑
糸
三
疋
を
送
る
。（
中
略
）、
入
夜
、

車
を
遣
わ
し
小
師
を
迎
え
る
。大
師
の
申
す
に
よ
る
な
り
」と
絹
三
疋
を
送
っ

て
お
り
、
小
師
を
送
っ
て
き
た
の
は
大
師
の
進
言
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
翌

日
九
日
に
、
舞
師
の
詞
に
よ
っ
て
多
く
の
物
を
与
え
た
こ
と
は
前
述
し
た
。

十
二
日
庚
寅
に
は
、「
菓
子
を
交
え
た
二
櫃
を
大
師
の
許
に
送
る
」
と
大
師
に

菓
子
を
送
り
、
十
四
日
壬
辰
、「
大
師
の
前
な
ら
び
に
禄
、
大
納
言
頼
宗
、
労

送
す
」
と
大
師
の
膳
が
頼
宗
か
ら
実
資
分
と
し
て
送
ら
れ
て
い
る
。
舞
師
は

舞
姫
経
験
者
が
任
じ
ら
れ
る
こ
と
、
良
岑
と
姓
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
等
か

ら
勘
案
し
て
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
推
察
に
さ
ほ
ど
無
理
が
無
く
、
良
岑
氏
子
が
実
資
の
献
上
し
た
舞

姫
だ
と
す
る
と
、
病
気
で
孫
女
に
譲
っ
た
長
元
七
年
ま
で
四
十
五
年
間
に
な

る
。
裳
着
後
の
十
五
六
歳
で
舞
姫
を
経
験
し
た
と
し
て
も
六
十
歳
以
上
に
な

り
、
舞
姫
に
教
え
る
に
は
年
を
取
り
過
ぎ
て
は
い
な
い
か
と
も
推
察
さ
れ
る

し
か
し
な
が
ら
、前
述
の
⑨
久
安
二
年
の
頼
長
献
上
で
の
「
舞
師
采
女
安
芸
」

は
「
老
衰
」
で
「
八
十
余
」
歳
で
あ
り
、
矍
鑠
と
し
て
舞
姫
に
舞
を
教
え
て

い
た
。
良
岑
氏
子
の
六
十
歳
前
後
も
け
っ
し
て
不
合
理
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
十
一
月
十
日
、
藤
原
忠
実
は
、「
五
節
会

舞
師
去
年
死
去
し
お
わ
ん
ぬ
。
よ
り
て
其
の
代
、
沙
汰
有
る
か
〈
し
か
る
べ

き
者
を
聞
か
ず
〉」
と
『
殿
曆
』
に
記
し
て
い
る
。
五
節
舞
師
は
死
去
す
る

ま
で
終
身
職
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
後
、
誰
が
舞
師
に
任
命
さ
れ

た
の
か
具
体
的
に
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
年
も
翌
年
も
別
段
問
題
な
く
五
節

舞
姫
献
上
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
五
節
舞
師
が
正
式
に
任
命
さ
れ
た
の
だ

と
思
わ
れ
る
。
舞
師
安
芸
が
八
十
余
歳
だ
っ
た
こ
と
も
、
終
身
職
の
根
拠
の

一
つ
に
な
ろ
う
。

　

五
節
舞
師
は
、
平
安
時
代
初
頭
は
雅
楽
寮
に
存
在
し
た
が
、
そ
れ
と
は
別

に
新
嘗
祭
の
五
節
舞
を
教
え
る
舞
師
は
、
九
世
紀
中
期
に
内
教
坊
に
置
か
れ

た
が
、
し
だ
い
に
内
教
坊
が
関
与
し
な
く
な
っ
た
。
舞
師
は
五
節
舞
姫
経
験

者
が
任
命
さ
れ
、
病
気
や
死
去
に
よ
り
新
し
い
舞
師
が
任
命
さ
れ
る
終
身
職

で
あ
っ
た
。
で
は
、
舞
師
の
大
師
と
小
師
は
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
大
師
と
小
師
を
検
討
し
た
い
。

三　

舞
師
の
大
師
・
小
師

　

大
師
が
出
て
く
る
初
見
史
料
は
、
永
祚
元
年
（
九
八
九
）
十
一
月
十
四
日

辛
卯
、
実
資
が
舞
姫
を
献
上
し
た
年
の
次
の
史
料
で
あ
る
。

修
理
大
夫
（
懐
平
）
今
夕
大
師
の
前
物
等
を
送
る
〈
絹
六
疋
・
綿
三
屯
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を
相
加
う
と
云
々
〉。（『
小
右
記
』）

実
資
の
実
の
兄
弟
懐
平
が
実
資
の
代
わ
り
に
大
師
に
膳
物
を
送
っ
た
記
事
で

あ
る
。
卯
日
で
あ
る
か
ら
、
童
女
御
覧
が
行
わ
れ
る
五
節
期
間
中
で
あ
る
。

　

小
師
は
、
前
述
の
②
長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
の
行
成
の
舞
姫
献
上
記
事

で
あ
り
、
小
師
を
迎
え
て
い
た
。

　

大
師
と
小
師
が
と
も
に
出
て
く
る
の
は
、
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
実
資

の
舞
姫
献
上
で
あ
る
（
④
）。
十
一
月
八
日
に
は
大
師
の
申
し
出
に
よ
っ
て

小
師
を
迎
え
て
舞
姫
に
教
習
さ
せ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、
小
師
を
舞

師
と
も
よ
ん
で
い
た
。
十
二
日
寅
に
は
五
節
所
の
大
師
の
許
に
菓
子
等
を
送

り
、
十
四
日
辰
に
は
大
納
言
頼
宗
が
大
師
の
前
物
と
禄
を
実
資
の
代
わ
り
に

送
っ
て
い
る
。

　

長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
は
参
議
源
経
頼
が
献
上
し
た
。
十
一
月
十
四
日

丁
亥
に
は
「
舞
師
の
宿
所
に
敷
く
畳
七
枚
を
送
る
。
几
帳
一
基
・
手
洗
楾
は
ん
ぞ
う

等
、

随
身
せ
し
む
。
又
、
褂
一
重
、
袴
一
具
、
焼
物
・
日
物
各
少
々
、
扇
一
枚
、

同
じ
く
之
を
給
う
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
五
節
参
入
前
の
記
事
で
あ
る
か
ら
、

舞
姫
に
教
習
さ
せ
る
た
め
の
舞
師
の
調
度
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
十
九
日
辰
に

は
、「
舞
師
以
下
等
、
禄
・
屯
食
を
給
わ
る
に
差
有
り
。
舞
師
絹
六
疋
、
綿
代

の
信
濃
六
段
、
前
料
の
絹
十
疋
。
小
師
、
絹
二
疋
、
綿
代
の
信
濃
四
段
」
と
、

最
後
の
豊
明
節
会
終
了
後
に
五
節
に
関
係
し
た
人
々
や
諸
司
に
禄
や
大
破
子

を
給
う
記
事
の
筆
頭
に
舞
師
と
小
師
が
書
か
れ
て
い
る
。
以
後
、「
国
司
・
理

髪
・
琴
師
・
拍
子
・
今
良
三
人
・
御
門
守
二
人
・
小
歌
・
蔵
人
所
小
舎
人
・

髪
上
」
に
等
差
に
よ
る
禄
が
、「
六
府
陣
・
小
歌
所
・
掃
部
・
主
殿
・
内
侍
所
・

玄
輝
門
・
朔
平
門
・
化
徳
門
・
滝
口
陣
・
腋
陣
・
中
宮
庁
等
」
に
は
大
破
子

一
荷
が
分
給
さ
れ
て
い
る
。
経
頼
の
舞
姫
や
傅
女
房
・
童
女
・
下
仕
で
は
な

く
、
朝
廷
の
五
節
所
や
五
節
舞
に
か
か
わ
る
関
係
者
へ
の
給
付
物
で
あ
る
。

煩
雑
に
な
る
の
で
具
体
的
内
容
は
記
さ
な
い
が
、
禄
は
舞
師
が
一
番
多
く
、

次
い
で
小
師
と
な
っ
て
い
る
。

　

舞
師
が
大
師
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。「
今
良
三
人
・
御
門
守
二
人
」
と

人
数
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
舞
師
も
小
師
も
一
名
ず
つ
で
あ
る
。
小
師
も

五
節
舞
に
際
し
て
は
参
内
し
何
ら
か
の
職
務
を
果
た
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

禄
に
つ
い
て
は
次
章
で
検
討
し
た
い
。

　

⑤
の
長
元
五
年
（
一
〇
三
二
）、
実
資
婿
兼
頼
献
上
で
は
、
十
九
日
丁
亥

に
小
師
が
迎
え
ら
れ
舞
を
習
っ
た
。
二
十
四
日
壬
辰
、
豊
明
節
会
が
終
了
し

た
後
、「
舞
師
前
事
、
今
朝
東
宮
大
夫
（
頼
宗
）
示
し
送
る
。
よ
り
て
前
物
代

米
五
石
・
絹
一
疋
〈
敷
料
〉・
絹
六
疋
・
綿
三
屯
を
送
ら
し
む
」
と
婿
兼
頼

の
実
父
頼
宗
の
要
請
で
「
舞
師
前
物
」
を
送
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
舞
師
が

大
師
に
あ
た
ろ
う
。

　

⑥
寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
十
一
月
十
六
日
庚
子
に
は
、
為
房
は
小
師
名

草
を
迎
え
て
舞
姫
に
調
習
さ
せ
て
い
た
。
十
七
日
辛
丑
に
は
、「
所
々
の
禄
、

大
師
等
の
送
物
、
一
帖
を
書
き
、
五
節
櫃
に
入
れ
お
わ
ん
ぬ
」
と
あ
る
送
物

の
対
象
は
大
師
で
あ
る
。
小
師
は
舞
姫
教
習
、
大
師
は
朝
廷
で
の
五
節
所
役

割
の
差
が
う
か
が
え
る
。
⑦
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
十
一
月
十
五
日
辛
丑

に
、
宗
忠
は
舞
師
小
伊
與
に
舞
姫
教
習
を
さ
せ
、
例
禄
と
設
営
装
束
を
放
ち

取
ら
せ
て
い
る
。
⑧
長
承
元
年
（
一
一
三
一
）
十
一
月
十
九
日
、
宗
能
は
小

師
に
教
習
さ
せ
、
翌
日
例
禄
を
与
え
車
で
送
っ
て
い
る
。
⑨
久
安
二
年

（
一
一
四
六
）
十
一
月
十
日
、
八
十
余
歳
の
舞
師
采
女
安
芸
が
頼
長
邸
に
来

て
舞
姫
を
教
習
し
例
禄
の
み
な
ら
ず
長
絹
三
疋
を
得
て
い
た
。

　

以
上
、
舞
師
に
は
大
師
と
小
師
が
各
一
名
ず
つ
お
り
両
方
と
も
舞
師
と
呼

ば
れ
て
い
た
が
、
小
師
の
方
が
舞
姫
献
上
者
宅
や
関
係
者
宅
に
出
か
け
舞
を

教
習
し
て
い
る
記
事
が
多
い
。
大
師
は
、
丑
日
の
舞
姫
参
入
か
ら
始
ま
る
五
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節
期
間
、
と
り
わ
け
最
後
の
辰
日
の
後
、
舞
姫
献
上
者
か
ら
前
物
等
の
多
く

の
禄
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

　

⑩
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
十
一
月
、
平
信
範
は
右
大
臣
藤
原
基
実
十
五

歳
の
舞
姫
献
上
を
家
司
と
し
て
担
当
し
て
お
り
、詳
細
な
記
事
を
『
兵
範
記
』

に
遺
し
て
い
る
。
十
二
日
戌
で
あ
る
。

今
日
五
節
舞
姫
小
師
、
例
に
よ
り
召
し
居
え
ら
る
。
上
客
料
理
廊
を
そ

の
候
所
と
な
す
。
季
長
仰
せ
を
奉
り
、
雑
具
を
鋪
設
せ
し
む
。
兼
日
沙

汰
す
。
相
設
ら
る
る
所
な
り
。

伊
予
簾
三
間
（
注
略
）

畳
十
枚
（
注
略
）

几
帳
一
本
（
注
略
）　

燈
台
一
本
（
注
略
）

絵
火
桶
一
口
（
注
略
）　

炭
取
一
口
（
注
略
）

手
筥
一
合
（
注
略
）　

私
筥
、
楾
手
洗
、
唐
紙
屏
風
一
帖
（
注
略
）

菅
円
座
一
枚
〈
舞
姫
座
料
〉

　
　

件
の
鋪
設
雑
事
、
且
つ
永
久
例
に
存
じ
、
調
儲
さ
れ
る
所
な
り

晩
頭
、
車
を
迎
え
遣
わ
す
（
注
略
）、
す
な
わ
ち
参
入
す
〈
件
の
小
師

内
侍
所
の
女
史
、
字
大
宮
な
り
。
大
師
美
作
前
内
侍
に
よ
り
、
与
奪
し

奉
仕
と
云
々
〉

小
師
料
、
高
坏
二
本
〈
二
種
物
、
美
麗
に
調
備
す
〉

　

陪
従
四
人
〈
二
人
高
坏
物
各
一
本
、
女
房
料
と
称
す
。
二
人
折
敷
物
、

□
□
女
官
〉

　
（
以
下
脱
落
有
り
、）

後
の
文
が
脱
落
し
て
お
り
、
明
確
に
小
師
が
舞
姫
に
舞
を
調
習
し
た
文
言
が

な
い
の
で
舞
師
に
よ
る
教
習
史
料
と
し
て
取
ら
な
か
っ
た
が
、
間
違
い
な
く

小
師
が
来
て
舞
姫
に
舞
を
教
え
る
為
に
設
営
が
な
さ
れ
、
晩
頭
に
小
師
が

や
っ
て
き
た
場
面
で
あ
る
。
小
師
は
内
侍
所
の
女
史
、
字
は
大
宮
、
と
あ
る
。

大
師
の
美
作
前
内
侍
が
「
与
奪
し
奉
仕
す
」
と
の
意
味
が
取
り
に
く
い
が
、

大
師
が
出
て
く
る
の
で
、
大
師
に
よ
っ
て
（
小
師
に
教
習
の
許
可
が
）
与
え

ら
れ
奉
仕
し
た
、
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。
十
五
日
丑
に
は
、「
舞
姫
小

師
、
今
朝
東
三
条
殿
を
退
出
し
お
わ
ん
ぬ
。
曹
局
鋪
設
雑
具
、
し
か
し
な
が

ら
運
び
取
り
お
わ
ん
ぬ
。」
と
舞
姫
の
小
師
が
帰
さ
れ
、
教
習
の
為
に
用
意

し
た
装
束
調
度
類
は
す
べ
て
小
師
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
十
五
日
丑
に
は
、

「
大
師
饗
餞
、
今
夜
よ
り
政
所
調
え
送
る
」
と
あ
り
、
大
師
は
舞
姫
参
入
の

日
に
五
節
所
に
入
っ
て
い
る
。

　

前
述
検
討
の
史
料
等
も
勘
案
す
る
と
、
舞
師
の
小
師
は
、
各
舞
姫
の
も
と

を
訪
れ
、
舞
を
教
習
す
る
役
割
だ
っ
た
と
し
て
良
か
ろ
う
。
④
で
は
、
小
師

に
「
先
ず
菓
子
等
を
給
う
。
次
に
飯
菜
等
を
給
う
。
今
日
精
進
の
日
な
り
、

菜
相
交
じ
る
味
物
の
み
」
と
あ
り
、
⑤
で
も
「
先
ず
菓
子
、
□
物
〈
折
敷
四

本
〉
を
給
う
。
亦
、
従
女
等
に
食
を
給
う
。
次
に
裳
代
の
絹
一
疋
を
給
う
」

と
あ
り
、
そ
の
後
、
舞
を
習
わ
せ
て
い
る
。
⑩
で
は
、「
小
師
料
、
高
坏
二
本

〈
二
種
物
、
美
麗
に
調
備
す
〉　

陪
従
四
人
〈
二
人
高
坏
物
各
一
本
、
女
房
料

と
称
す
。
二
人
折
敷
物
、
□
□
女
官
〉」
と
あ
っ
た
。
舞
姫
献
上
者
宅
へ
小

師
が
や
っ
て
く
る
と
、
小
師
の
み
な
ら
ず
従
女
た
ち
に
も
ま
ず
食
事
を
出
し
、

そ
の
後
教
習
さ
せ
て
い
る
。

　

教
習
が
終
わ
る
と
小
師
に
教
習
料
と
し
て
禄
が
与
え
ら
れ
る
。
①
は
「
師

禄
絹
三
疋
、
米
五
石
〈
二
石
は
従
者
の
禄
料
〉（
注
略
）
菓
子
、
魚
等
」、
④

「
薫
物
・
白
物
・
絹
三
疋
・
綿
三
屯
・
米
五
石
を
給
う
。
前
例
は
絹
三
疋
・

綿
二
屯
な
り
、
し
か
れ
ど
も
、
懇
切
な
要
物
、
そ
の
詞
恥
と
異
な
る
、
よ
り

て
綿
一
屯
を
加
え
給
い
、
ま
た
、
こ
と
に
八
木
を
賜
う
の
み
」、
⑤
「
舞
姫
、
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小
師
を
返
し
送
る
。
例
禄
を
給
う
〈
三
疋
・
三
屯
・
或
い
は
二
屯
と
記
す
〉

返
し
遣
わ
す
。
殊
に
八
木
五
石
、
几
帳
帷
・
畳
四
枚
・
火
桶
等
を
取
り
給
う
。

今
朝
、
手
洗
楾
を
執
ら
ん
と
欲
す
。
し
か
る
に
出
納
の
男
、
乞
い
返
し
給
ら

ず
。
よ
り
て
忿
怒
き
わ
ま
り
な
し
」
と
あ
っ
た
。
さ
ら
に
⑦
で
は
「
例
禄
の

外
、
女
房
装
束
皆
も
っ
て
放
ち
取
り
お
わ
ん
ぬ
。
故
実
と
称
す
。
ま
た
、
制

止
せ
ざ
る
な
り
。
大
略
近
年
の
作
法
」
と
あ
っ
た
。
小
師
の
教
習
料
と
し
て

の
例
禄
は
、
絹
三
疋
・
綿
二
屯
と
米
五
石
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
に
実
情
に

応
じ
て
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教
習
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
几
帳

帷
・
畳
・
火
桶
・
手
洗
楾
な
ど
以
外
に
も
⑩
に
あ
る
伊
予
簾
・
私
筥
（
い
わ

ゆ
る
便
器
）・
菅
円
座
等
、
す
べ
て
小
師
に
あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
が
、
十
一

世
紀
か
ら
慣
例
と
な
っ
て
い
こ
と
は
、
⑤
の
実
資
家
出
納
男
に
手
洗
楾
を
与

え
た
の
で
小
師
が
忿
怒
し
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
長
元
四
年

（
一
〇
三
一
）
十
一
月
十
四
日
亥
の
「
舞
師
の
宿
所
に
敷
く
畳
七
枚
を
送
る
。

几
帳
一
基
・
手
洗
楾
等
、
随
身
せ
し
む
。
又
、
褂
一
重
、
袴
一
具
、
焼
物
・

日
物
各
少
々
、
扇
一
枚
、
同
じ
く
之
を
給
う
」
と
あ
る
の
も
同
様
で
あ
る
。

小
師
た
ち
に
と
っ
て
、
貴
族
が
用
意
し
た
一
級
品
の
家
具
や
調
度
品
を
入
手

で
き
る
こ
と
は
、
大
変
貴
重
な
収
入
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

大
師
は
、
十
一
月
中
丑
日
の
舞
姫
参
入
以
前
に
五
節
所
に
入
り
、
丑
日
深

夜
の
帳
台
試
や
寅
日
の
御
前
試
に
舞
師
と
し
て
臨
み
、
最
後
の
辰
日
の
豊
明

節
会
ま
で
い
る
。
⑩
が
参
考
に
し
た
、
永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
十
一
月
内

大
臣
藤
原
忠
通
の
舞
姫
献
上
を
家
司
が
書
き
留
め
た
『
類
聚
雑
要
抄
』
に
は
、

舞
姫
を
は
じ
め
関
係
者
へ
の
禄
や
設
営
装
束
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
大

師
へ
の
禄
法
で
あ
る
。

八
丈
絹
五
疋　

綿
十
屯
〈
屯
別
六
両
〉　

凡
絹
百
疋

米
三
十
石　

楾
一
口　

手
洗
一
口

火
桶
□
口　

畳
五
畳
〈
高
麗
二
帖
、
紫
三
帖
〉　

朝
干
飯
〈
代
五
十
疋
〉

菓
子
百
合　

絵
折
櫃
菓
子
二
十
合　

絵
大
外
居
菓
子
三
合

三
カ
日
別
饗
三
前

小
師
へ
の
禄
法
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

褂
二
両　

袴
一
腰　

裳
一
腰

八
丈
絹
二
疋
〈
但
宮
内
卿
度
加
う
〉　

六
丈
絹
一
疋
〈
下
簾
代
〉　

綿
五

屯
〈
屯
別
十
両
〉

手
巾
料
六
丈
布
一
端　

凡
絹
三
十
疋　

几
帳
一
本

紙
屏
風
二
帖　

高
坏
一
本　

火
桶
一
口

楾
一
口　

手
洗
一
口　

火
櫃
一
口

畳
九
帖
〈
高
麗
二
帖
、
紫
七
帖
〉　

燈
台
一
本

手
筥
一
合
〈
在
納
物
、
硯
一
面
、
小
刀
一
、
筆
四
管
、
粉
盤
一
、
畳
紙

一
帖
〔
白
物
を
加
う
〕、
薫
物
一
裏
、
油
綿
紙
二
帖
、
花
一
帖
、
糸
二
絇
〉　

米
二
十
石

小
師
の
禄
法
に
は
、
先
に
見
た
教
習
の
際
の
装
束
調
度
類
も
入
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
教
習
の
調
度
や
裳
料
を
除
く
と
、
小
師
へ
の
禄
は
、
凡
絹
三
十

疋
、
米
二
十
石
で
あ
り
、
大
師
も
同
様
に
五
節
所
で
必
要
な
調
度
品
を
除
く

と
、
凡
絹
百
疋
・
米
三
十
石
と
な
る
。
十
一
世
紀
よ
り
は
る
か
に
多
く
な
り
、

ま
た
大
師
の
方
が
多
く
賜
与
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
類
聚
雑
要
抄
』
に
は
「
一
饗
」
と
し
て
、
丑
日
・
寅
日
・
卯
日
・

辰
日
の
各
料
が
記
さ
れ
る
が
、
辰
日
に

大
師
料
〈
十
二
本
、
土
高
坏
折
敷
有
り
、
副
物
五
十
疋
、
朝
干
飯
〉

と
あ
る
。
小
師
の
饗
料
は
記
載
が
な
い
。
実
際
に
も
大
師
に
は
五
節
期
間
中

に
饗
が
送
ら
れ
て
い
る
。
長
和
三
年
（
一
〇
四
一
）
十
一
月
二
十
二
日
甲
辰
、

「
朝
餉
を
新
中
納
言
（
頼
宗
）
五
節
所
に
送
る
。
師
前
物
、
絹
六
疋
、
綿
六
屯
、
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絹
に
裏
む
」
と
実
資
が
頼
宗
の
五
節
所
に
送
っ
て
い
る
（『
小
右
記
』）。
饗

餞
の
分
担
者
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で*17

、
そ
の
費
用
と
し
て
送
っ
た
の
だ
と
思

わ
れ
る
。
④
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
十
一
月
十
二
日
庚
寅
に
は
、「
交
菓
子

二
櫃
を
大
師
の
許
に
送
ら
し
む
」「
朝
干
飯
を
大
師
の
許
に
遣
わ
す
べ
き
由

を
仰
す
」、
と
饗
が
送
ら
れ
て
い
る
（『
小
右
記
』）。
十
四
日
辰
の
朝
干
飯
は

す
で
に
記
し
た
。
⑨
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
十
一
月
十
五
日
丑
で
は
「
大

師
饗
餞
、
今
夜
よ
り
政
所
調
え
送
る
」（『
兵
範
記
』）
と
饗
餞
が
送
ら
れ
て

い
る
。

　

な
お
、
以
上
の
大
師
へ
の
禄
や
饗
餞
料
、
小
師
へ
の
教
習
料
や
禄
は
、
各

舞
姫
献
上
者
か
ら
送
ら
れ
る
と
推
察
さ
れ
る
の
は
、
⑥
で
受
領
と
し
て
献
上

し
た
為
房
も
五
節
期
間
中
に
大
師
に
送
物
を
し
て
お
り
、
大
臣
や
公
卿
層
の

み
な
ら
ず
、
受
領
層
も
送
っ
て
い
る
故
で
あ
る
。
大
師
と
小
師
は
、
新
嘗
祭

で
四
人
分
、
大
嘗
祭
で
五
人
分
の
禄
や
他
の
給
物
収
入
が
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
当
時
の
舞
姫
経
験
者
と
し
て
の
下
級
貴
族
や
官
人
層
出
身
の
女
性
に

と
っ
て
は
、
大
変
重
要
な
収
入
で
あ
り
、
有
利
な
職
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

大
師
は
五
節
期
間
中
朝
廷
内
で
職
務
を
果
た
し
、
小
師
は
舞
姫
を
教
習
す

る
役
割
を
分
担
し
て
い
た
。
ま
た
、
⑩
の
大
師
の
美
作
前
内
侍
が
小
師
内
侍

所
女
史
大
宮
に
小
師
と
し
て
奉
仕
さ
せ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
大
師
は
小
師
を

任
命
す
る
権
限
を
持
ち
、
舞
姫
経
験
者
の
親
族
等
を
小
師
に
指
名
し
、
自
身

の
後
継
者
に
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
良
岑
氏
子
が
大
師
、
孫
女
が
小
師

だ
っ
た
と
推
察
す
る
の
で
あ
る
。
⑨
で
頼
長
邸
に
来
た
舞
師
安
芸
は
八
十
余

歳
だ
っ
た
。
大
師
も
分
担
し
て
各
舞
姫
宅
を
訪
れ
、
舞
を
教
習
さ
せ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
舞
姫
は
新
嘗
祭
四
人
、
大
嘗
祭
五
人
で
あ
り
、

大
師
と
小
師
が
手
分
け
し
て
教
習
し
な
け
れ
ば
無
理
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四　

五
節
中
の
舞
師
の
役
割

　

で
は
、
五
節
期
間
中
に
舞
師
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
ろ
う

か
。『
年
中
行
事
御
障
子
文
』
で
は
、
十
一
月
中
子
日
に

同
日
夜
、
五
節
舞
姫
調
習
の
事

と
あ
り*18

、『
政
事
要
略
』
二
十
六
、
年
中
行
事
十
一
月
二
、「
同
（
中
子
）
日
夜

五
節
舞
姫
調
習
事
」
に
「
入
夜
、
舞
姫
常
寧
殿
に
お
い
て
調
習
」
と
あ
る
。

本
来
、
五
節
舞
姫
は
子
日
の
夜
、
五
節
所
が
設
営
さ
れ
た
常
寧
殿
に
参
入
し

舞
の
調
習
を
行
う
規
定
だ
っ
た
。『
小
野
宮
年
中
行
事
』
も
同
様
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
『
西
宮
記
』
恒
例
第
三
、十
一
月
に
は
、「
丑
日
、
常
寧
殿
に
お
い

て
五
節
試
の
事
」
と
あ
り
、「
五
節
参
内
、
前
例
は
子
夜
、
或
い
は
参
入
」
と

あ
り
、
五
節
舞
姫
参
入
が
子
日
か
ら
丑
日
に
変
化
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
頃
大
枠
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
藤
原
行
成

著
『
新
撰
年
中
行
事
』
下
十
一
月
「
同
日
（
中
子
）
夜
、
五
節
舞
姫
調
習
事

〈
丑
日
又
同
じ
、
昔
こ
の
日
参
入
、
近
代
は
丑
の
日
参
入
、
た
だ
し
大
歌
は

参
入
と
云
々
〉」*19

と
あ
る
。
十
世
紀
後
期
に
源
高
明
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
原

撰
本
『
西
宮
記
』
は
、
源
経
頼
に
よ
っ
て
割
注
も
含
め
て
本
文
を
大
幅
に
修

訂
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る*20

か
ら
、
行
成
の
生
き
た
十
一
世
紀
前
後
か
ら
丑
日

に
参
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
方
が
実
態
に
近
そ
う
で
あ
る
。

　

じ
じ
つ
、
天
慶
八
年
（
九
四
五
）
十
一
月
十
九
日
壬
子
、「
家
の
出
す
五
節

妓
参
入
す
。
他
の
家
参
入
せ
し
め
ず
」（『
貞
信
公
記
抄
』）
と
忠
平
献
上
の

舞
姫
は
参
入
し
て
お
り
、
十
世
紀
に
は
他
に
も
子
日
参
入
例
が
多
い
。
と
こ

ろ
が
、
天
慶
元
年
（
九
三
八
）
十
一
月
二
十
二
日
乙
丑
、「
今
年
の
五
節
、
殿

上
中
宮
各
一
人
、
太
政
大
臣
（
忠
平
）、
中
納
言
藤
原
実
頼
卿
、
同
じ
く
之

を
奉
ら
る
る
こ
と
有
り
（
中
略
）
今
夜
且
つ
三
人
参
入
す
」（『
本
朝
世
紀
』）
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と
十
世
紀
中
頃
に
は
丑
日
の
夜
参
入
す
る
例
も
み
ら
れ
、
子
日
と
丑
日
が
混

在
し
て
い
る
が
、
十
一
世
紀
以
降
は
子
日
が
わ
ず
か
に
の
こ
る
も
の
の
、
ほ

と
ん
ど
丑
日
に
な
る
。

　

五
節
舞
姫
た
ち
が
参
入
す
る
五
節
所
は
常
寧
殿
に
設
営
さ
れ
た
。
十
二
世

紀
初
頭
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
雲
図
抄
』「
十
一
月
五
節
事
」
の
図
で
は
、

中
央
の
馬
道
の
北
か
ら
西
に
三
間
奥
行
き
一
間
が
「
師
局
三
間
」
で
、
中
央

西
に
帳
台
試
の
舞
殿
、
各
五
節
所
は
、
中
央
東
の
南
東
が
上
臈
公
卿
、
中
央

西
の
南
西
が
下
臈
公
卿
、
北
西
が
受
領
上
臈
、
中
央
東
の
北
東
が
受
領
下
臈
、

と
あ
る*21

。
長
保
元
年
（
九
九
九
）
十
一
月
二
十
二
日
辛
丑
の
五
節
所
に
つ
い

て
、『
権
記
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

参
内
す
。
五
節
舞
姫
等
参
る
。
帳
台
試
な
り
。
東
対
の
南
母
屋
二
間
な

ら
び
に
東
西
の
庇
等
の
蔀
隔
子
を
右
大
将
（
道
綱
）
五
節
所
、
同
対
の

艮
（
北
東
）
を
太
皇
太
后
宮
大
夫
（
実
資
）
五
節
所
、
母
屋
二
間
を
舞

殿
と
な
す
。
な
ら
び
に
塗
籠
を
師
の
曹
司
と
な
す
。
西
対
の
塗
籠
の
南

を
済
家
朝
臣
五
節
所
、
北
〈
塗
籠
の
北
な
り
〉
を
生
昌
朝
臣
五
節
所
と

な
す
。

こ
の
年
六
月
十
四
日
内
裏
が
焼
亡
し
、
一
条
院
内
裏
だ
っ
た
こ
と
は
前
述
し

た
。
舞
師
の
曹
司
は
塗
籠
に
儲
け
ら
れ
て
い
る
。
舞
師
の
曹
司
は
中
央
の
上

に
あ
り
舞
姫
た
ち
を
見
渡
せ
る
場
所
に
あ
り
、
丑
日
の
夜
、
こ
の
舞
殿
で
最

初
の
一
堂
に
会
し
た
教
習
が
行
わ
れ
た
。
帳
台
試
で
あ
る
。

　

帳
台
試
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
る
の
は
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
で
あ
る
。

こ
の
年
八
月
、
円
融
天
皇
が
譲
位
し
、
十
月
花
山
天
皇
が
即
位
式
を
あ
げ
た
。

以
下
は
、
蔵
人
頭
で
あ
っ
た
実
資
の
『
小
右
記
』
で
あ
る
。
十
一
月
十
八
日

甲
子
、「
入
夜
参
内
す
。
宿
に
候
ず
。
殿
上
五
節
参
入
す
。
景
舒
女
な
り
。
自

余
は
不
参
」、
十
九
日
乙
丑
、「
昨
今
、
内
の
御
物
忌
な
り
。
三
所
の
五
節
参

入
す
。
主
上
常
寧
殿
に
御
し
、
密
々
御
覧
。
御
物
忌
に
よ
り
諷
誦
を
修
さ
る
。

御
出
の
事
は
な
は
だ
以
て
強
い
る
な
り
、
如
何
」。
花
山
天
皇
が
御
物
忌
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
密
か
に
常
寧
殿
に
行
き
、
帳
台
試
を
御
覧
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
翌
二
十
日
丙
寅
に
は
、「
今
夜
五
節
御
前
試
な
り
。
御
装
束
例
の
如
し
。

亥
刻
五
節
参
上
（
以
下
欠
文
）」
と
清
涼
殿
の
御
前
試
は
予
定
通
り
行
わ
れ

て
い
る
。
二
十
一
日
丁
卯
に
は
、「
今
夜
主
上
、
密
々
常
寧
殿
辺
り
に
御
す
。

未
だ
聞
か
ざ
る
事
な
り
。
如
何
、
如
何
」
と
、
卯
日
に
は
五
節
舞
姫
た
ち
の

宿
所
で
も
あ
る
常
寧
殿
に
行
っ
て
覗
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
管
見
の
限
り

で
は
、
帳
台
試
へ
の
天
皇
出
御
は
こ
の
史
料
が
初
見
で
あ
る
。
ま
た
、
別
稿

で
詳
細
に
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
卯
日
の
童
女
御
覧
は
ま
だ
定
着
し
て

い
な
か
っ
た
。

　
「
五
節
は
二
十
日
に
ま
い
る
」
と
の
書
き
出
し
で
、
五
節
舞
姫
へ
の
同
情

を
書
い
た
の
は
紫
式
部
で
あ
る
。
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
十
一
月
二
十
日

丁
丑
で
あ
っ
た
。
侍
従
宰
相
実
成
・
宰
相
右
中
将
兼
隆
・
尾
張
守
中
清
・
丹

波
守
高
階
業
遠
の
舞
姫
参
上
の
様
子
を
描
写
し
、「
こ
な
た
に
、
上
（
一
条
天

皇
）
も
わ
た
ら
せ
給
て
御
覧
ず
。
殿
（
道
長
）
も
し
の
び
て
遣
戸
よ
り
北
に

お
は
し
ま
せ
ば
、
心
に
ま
か
せ
た
ら
ず
う
る
さ
し
」
と
一
条
天
皇
と
道
長
が
、

や
っ
て
き
て
舞
姫
参
上
を
「
し
の
び
て
」
密
か
に
覧
て
い
る
。「
こ
な
た
」

と
は
、
一
条
院
内
裏
の
中
宮
彰
子
の
殿
舎
と
な
っ
て
い
た
東
北
対
で
あ
る
。

「
東
北
門
で
車
を
下
り
、
莚
道
の
上
を
歩
い
て
、
東
対
の
五
節
所
に
参
入
し

た
の
を
、
紫
式
部
は
、
中
宮
の
御
在
所
た
る
東
北
対
の
細
殿
に
お
い
て
観
察

し
、
一
条
天
皇
も
左
大
臣
道
長
も
東
北
対
に
渡
っ
て
き
て
舞
姫
た
ち
の
参
入

を
見
物
さ
れ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
」*22

と
さ
れ
て
い
る
。
一
条
天
皇
が
覧
た

の
は
舞
姫
参
入
で
あ
り
、
帳
台
試
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
十
一
月
十
三
日
戊
子
、
左
大
臣
道
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長
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

五
節
等
参
入
す
。
左
衛
門
督
（
頼
通
）
五
節
参
る
。
東
北
の
陣
よ
り
参

る
。
主
上
、
宮
御
方
（
彰
子
）
に
渡
り
覧
た
ま
う
。
人
々
能
く
思
う
。

帳
台
に
御
す
に
よ
り
御
共
に
候
ず
。子
時（
午
前
０
時
）お
わ
り
ぬ
。（『
御

堂
関
白
記
』）

こ
の
時
は
枇
杷
殿
内
裏
だ
っ
た
が
、
同
じ
よ
う
に
東
北
門
か
ら
舞
姫
が
参
入

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
条
天
皇
は
中
宮
彰
子
殿
舎
で
参
入
を
覧
て
、
そ
の
後
、

常
寧
殿
の
帳
台
に
入
り
帳
台
試
を
道
長
と
一
緒
に
見
て
い
る
。
花
山
天
皇
に

続
き
、
一
条
天
皇
も
帳
台
試
を
覧
た
の
で
あ
る
。

　

寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
十
一
月
十
九
日
癸
丑
、
道
長
は
、「
入
夜
大
内
に

参
る
。
舞
殿
に
御
出
す
。
東
宮
（
敦
良
親
王
）
同
じ
く
候
ず
。
事
お
わ
り
て

退
出
す
」
と
記
し
て
い
る
（『
御
堂
関
白
記
』）。
実
資
は
翌
二
十
日
に
次
の

よ
う
に
記
す
。「
源
中
納
言
（
経
房
）
云
わ
く
、
去
る
夜
、
大
殿
（
道
長
）

内
に
参
り
給
い
舞
殿
に
坐
す
。
主
上
（
後
一
条
天
皇
）・
東
宮
同
じ
く
覧
る
。

東
宮
御
坐
、
未
だ
聞
か
ざ
る
こ
と
な
り
」（『
小
右
記
』）。
実
資
は
東
宮
ま
で

常
寧
殿
の
舞
殿
に
行
っ
て
帳
台
試
を
御
覧
に
な
っ
た
の
は
前
代
未
聞
で
あ
る

と
驚
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
天
皇
と
道
長
に
関
し
て
は
批
判
し
て
い
な
い
の

で
、
常
寧
殿
の
帳
台
試
を
天
皇
や
摂
政
・
関
白
な
ど
が
覧
る
こ
と
が
次
第
に

定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
源
経
頼
は
、
十
九
日
に
大
変
注
目
す
べ
き
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

入
夜
帰
り
て
参
内
す
。
五
節
舞
姫
等
舞
殿
に
お
い
て
舞
う
。
主
上
な
ら

び
に
東
宮
舞
殿
（
姫
カ
）
の
師
の
宿
所
に
出
御
し
、
舞
殿
（
姫
カ
）
を

御
覧
ず
〈
前
摂
政
（
道
長
）
な
ら
び
に
摂
政
（
頼
通
）・
左
大
将
（
教
通
）・

新
中
納
言
御
共
し
参
ら
し
め
給
う
。
女
房
か
ね
て
こ
の
所
に
候
ず
。
御

出
の
間
、
御
な
ら
び
に
東
宮
、
人
々
、
物
を
奉
る
〉。
事
お
わ
り
て
還

御
す
。（『
左
経
記
』）

後
一
条
天
皇
・
東
宮
敦
良
親
王
の
二
人
は
、「
師
の
宿
所
」
に
入
っ
て
覧
て
い

る
の
で
あ
る
。
舞
師
の
宿
所
で
天
皇
や
東
宮
が
覧
た
こ
と
が
実
際
に
記
さ
れ

る
史
料
は
こ
れ
が
初
見
で
あ
る
。

　

治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）
十
一
月
十
一
日
丁
丑
で
あ
る
。

事
お
わ
り
て
北
陣
に
向
か
う
。
五
節
舞
姫
等
参
入
す
（
割
註
略
）。
お

わ
り
て
、
主
上
師
の
宿
所
に
御
す
。
丑
に
及
び
事
お
わ
り
て
退
下
す
。

次
に
還
御
す
、
余
退
出
す
。（『
左
経
記
』）

こ
の
年
は
後
一
条
天
皇
の
み
し
か
記
載
が
な
い
が
、
や
は
り
「
師
の
宿
所
」

に
御
し
、
丑
時
（
午
前
二
時
）
ま
で
、
帳
台
試
を
覧
て
い
る
。
す
で
に
、
天

皇
に
よ
る
帳
台
試
御
覧
が
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

儀
式
書
で
は
『
西
宮
記
』
恒
例
第
三
、十
一
月
「
丑
日
、
常
寧
殿
に
お
い

て
試
五
節
の
事
」
の
割
注
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

師
は
北
塗
籠
北
戸
内
に
在
り
。
殿
四
面
に
便
に
従
い
五
節
宿
所
を
点
定

す
。
或
い
は
主
上
、
師
の
宿
所
に
御
す
。
行
事
蔵
人
は
塗
籠
の
東
と
前

に
立
ち
、
女
房
の
出
入
り
を
禁
ず
。

天
皇
は
舞
師
の
宿
所
に
御
す
と
あ
る
。
前
述
の
『
西
宮
記
』
の
修
訂
時
期
や

実
際
の
史
料
か
ら
勘
案
し
て
、
常
寧
殿
の
五
節
所
に
お
い
て
舞
姫
参
入
の
中

丑
日
の
夜
に
行
わ
れ
る
最
初
の
教
習
で
あ
る
帳
台
試
を
天
皇
や
関
白
等
が
覧

る
の
は
、
花
山
天
皇
を
嚆
矢
と
し
、
一
条
天
皇
、
さ
ら
に
後
一
条
天
皇
時
代

以
降
に
定
着
し
て
い
く
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
天
皇
御
覧
が
後
に
始
ま
っ
た

か
ら
、
常
寧
殿
の
五
節
所
に
天
皇
の
御
座
所
は
設
営
さ
れ
て
お
ら
ず
、
舞
師

の
席
に
天
皇
や
関
白
、
あ
る
い
は
東
宮
の
御
座
が
設
営
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ

る
。
舞
師
と
天
皇
と
の
同
席
で
あ
る
。

　

中
丑
日
に
常
寧
殿
五
節
所
に
参
入
し
、
舞
師
の
指
導
で
帳
台
試
を
行
っ
た
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舞
姫
た
ち
は
、
翌
中
寅
日
に
は
、
天
皇
の
清
涼
殿
に
行
き
御
前
試
を
行
う
。

こ
れ
も
『
年
中
行
事
御
障
子
文
』
に
は
な
い
。
御
前
試
の
初
見
史
料
は
管
見

の
限
り
で
は
、延
喜
二
十
年（
九
二
〇
）で
あ
る
。行
成
が
長
保
元
年（
九
九
九
）

十
一
月
二
十
三
日
に
記
し
て
い
る
。

今
夜
御
前
試
な
り
。
生
昌
の
舞
姫
に
わ
か
に
煩
い
有
り
て
障
り
を
申
す
。

延
喜
二
十
年
、
天
慶
五
年
の
例
に
依
り
て
三
人
舞
う
。
御
歌
、
仰
せ
を

待
た
ず
早
く
反
る
。
違
失
と
謂
う
べ
し
。（『
権
記
』）

延
喜
二
十
年
と
天
慶
五
年
に
三
人
で
御
前
試
を
舞
っ
た
、
と
あ
る
。『
江
家

次
第
』
巻
第
十
、十
一
月
五
節
御
前
試
事
に
「（
延
喜
）
二
十
年
、
二
十
（
十

カ
）
五
日
、〈
一
人
煩
い
有
り
て
参
上
せ
ず
〉　

天
慶
五
年
十
一
月
、
殿
上
舞

姫
忽
ち
病
に
よ
り
不
参
、
忠
幹
女
な
り
」
と
あ
る
。
延
喜
二
十
年
は
、
十
五

日
が
寅
で
あ
り
、
十
五
日
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、『
貞
信
公
記
抄
』
天

慶
二
年
（
九
三
九
）
十
一
月
二
十
三
日
庚
寅
で
あ
る
。

蔵
人
信
明
仰
せ
を
蒙
り
来
た
り
て
云
わ
く
、
五
節
妓
異
常
に
遅
参
の
事

な
り
。
亦
仰
す
、
参
入
前
後
御
前
に
行
列
せ
し
む
る
は
い
か
ん
。

寅
日
に
御
前
に
行
列
さ
せ
て
い
る
。
忠
平
が
「
御
前
」
と
記
す
以
上
、
朱
雀

天
皇
で
あ
る
。
次
は
天
暦
三
年
（
九
四
九
）
十
一
月
十
五
日
甲
寅
、「
今
夜
五

節
試
な
り
。
而
る
に
中
宮
（
穏
子
）
御
悩
に
よ
り
停
止
」（『
日
本
紀
略
』）

と
あ
り
、
寅
日
に
「
五
節
試
」
が
中
宮
穏
子
の
病
気
に
よ
り
停
止
さ
れ
て
お

り
、
恒
例
行
事
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
以
後
、
史
料
が
多
く
な
る
。

　

儀
式
書
で
は
、
丑
日
の
帳
台
試
は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
小
野
宮
年

中
行
事
』
十
一
月
に
、「
同
日
（
中
寅
）
夜
、
試
五
節
舞
事
」
と
あ
り
、
御
前

試
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
新
撰
年
中
行
事
』
に
も
、「
同
夜
（
中
寅
）、
試
五

節
舞
事
〈
御
前
試
な
り
〉」
と
あ
り
、
十
一
世
紀
に
は
儀
式
書
に
書
か
れ
る
。

　

以
上
の
実
際
の
史
料
や
儀
式
書
か
ら
し
て
、
中
寅
日
の
清
涼
殿
御
前
試
は
、

十
世
紀
初
頭
か
ら
始
ま
り
、
十
世
紀
後
期
に
は
定
着
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

じ
つ
は
、
こ
の
御
前
試
に
お
い
て
も
舞
師
は
清
涼
殿
に
座
が
設
け
ら
れ
る
。

『
西
宮
記
』
の
「
寅
日
夜
、
御
前
試
有
り
」
に
は
、
孫
庇
に
設
け
ら
れ
た
舞

姫
座
の
南
に
円
座
を
敷
き
「
師
座
と
な
す
」
と
あ
る
。『
雲
図
抄
』
に
も
清

涼
殿
の
舞
姫
た
ち
の
屏
風
内
の
一
番
南
に
「
大
師
座
」
と
あ
る
。

　

長
暦
三
年
（
一
〇
三
九
）
十
一
月
十
五
日
壬
寅
、
大
変
興
味
深
い
記
事
が

あ
る
。是

よ
り
先
、
舞
師
参
上
す
。
御
前
に
着
か
ず
。
疑
う
ら
く
は
仰
せ
ら
る

る
と
雖
も
、
な
お
御
屏
風
の
外
に
在
り
。
も
し
く
は
恥
気
あ
る
か
、
不

便
の
事
な
り
。（『
春
記
』）

こ
の
年
六
月
二
十
七
日
に
七
度
目
の
内
裏
焼
亡
が
あ
り
、
京
極
院
内
裏
で
の

五
節
で
あ
る
。
屏
風
内
に
入
る
と
天
皇
と
御
簾
を
隔
て
て
接
近
す
る
ゆ
え
で

あ
ろ
う
か
。
興
味
深
い
記
事
で
あ
る
が
紙
数
も
つ
き
た
の
で
別
稿
で
詳
細
に

検
討
し
た
い
。

　

な
お
、
前
述
の
『
新
撰
年
中
行
事
』
に
、
大
歌
は
子
の
日
に
参
入
と
あ
っ

た
。
後
藤
氏
は
五
節
舞
姫
の
調
習
は
雅
楽
寮
の
内
教
坊
が
行
う
と
さ
れ
た
が
、

調
習
は
舞
師
で
あ
り
大
歌
所
が
演
奏
を
し
た
。
大
歌
の
楽
人
は
大
歌
所
作
成

の
名
簿
に
基
づ
い
て
諸
機
関
か
ら
集
め
ら
れ
、
十
月
二
十
一
日
か
ら
正
月

十
六
日
ま
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り*23

演
奏
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
も
別

稿
に
譲
る
。

お
わ
り
に

　

新
嘗
祭
・
大
嘗
祭
の
五
節
舞
姫
を
調
習
す
る
舞
師
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

舞
師
は
大
師
と
小
師
の
二
人
お
り
、
主
と
し
て
小
師
は
事
前
に
舞
姫
献
上
者

宅
で
に
舞
を
教
習
し
、
大
師
は
五
節
所
の
師
局
で
全
体
的
な
舞
の
統
括
や
教
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五節舞師

（
二
九
）

習
を
す
る
こ
と
、
舞
師
は
舞
姫
経
験
者
が
任
命
さ
れ
、
終
身
職
で
大
師
が
小

師
を
任
命
し
継
承
さ
れ
た
こ
と
、
各
莫
大
な
禄
や
膳
物
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
、

丑
日
常
寧
殿
の
帳
台
試
に
花
山
天
皇
頃
か
ら
天
皇
が
参
入
す
る
よ
う
に
な
り
、

一
条
天
皇
・
後
一
条
天
皇
時
代
に
定
着
し
た
こ
と
、
舞
師
は
寅
日
の
清
涼
殿

の
御
前
試
に
も
師
座
が
あ
り
参
入
し
た
こ
と
、
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
帳
台
試
・
御
前
試
だ
け
で
も
多
く
の
興
味
深
い
史
料
が
多
い
。
今
後

も
よ
り
詳
細
に
検
討
し
、
五
節
の
一
連
の
行
事
は
天
皇
を
始
め
男
性
貴
族
た

ち
の
娯
楽
だ
っ
た
こ
と
を
論
証
す
る
所
存
で
あ
る
。

注*1　

服
藤
早
苗
「
五
節
舞
姫
の
成
立
と
変
容
」（『
歴
史
学
研
究
』
六
六
七
、一
九
九
五
年
、

後
、
同
著
『
平
安
王
朝
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
五
年
所
収
）。
遠

藤
基
郎
「
五
節
舞
姫
献
上
・
春
日
祭
使
の
経
営
と
諸
国
諸
課
」（
同
『
中
世
王
権
と
王

朝
儀
礼
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）。

*2　

佐
藤
泰
弘
「
五
節
舞
姫
の
参
入
」（『
甲
南
大
学
紀
要　

文
学
編
』
一
五
九
、

二
〇
〇
八
年
。

*3　

服
藤
早
苗
「
平
安
朝
の
五
節
舞
姫
」（『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要　

人
間
学
部
篇
』

一
一
、二
〇
一
一
年
。

*4　

後
藤
紀
彦
「
遊
女
と
朝
廷
貴
族
」（
網
野
善
彦
・
後
藤
紀
彦
編
『
週
刊
朝
日
百
科　

日
本
の
歴
史
３　

中
世
Ⅰ
―
③　

遊
女
・
傀
儡
・
白
拍
子
』
朝
日
新
聞
社
、

一
九
八
六
年
）。

*5　

服
藤
早
苗
『
古
代
・
中
世
の
芸
能
と
買
売
春
～
遊
行
女
婦
か
ら
傾
城
へ
』
明
石
書
店
、

二
〇
一
二
年
。

*6　
「
意
見
封
事
十
二
箇
条
」（『
日
本
思
想
大
系　

古
代
政
治
社
会
思
想
』
岩
波
書
店
、

一
九
七
九
年
）

*7　

拙
稿
注
１
。

*8　

拙
稿
注
３ 

*9　

服
藤
早
苗
「
平
安
貴
族
の
婚
姻
と
家
・
生
活
」（『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要　

人
間
学

部
篇
』
五
、二
〇
〇
五
年
）。

*10　

豊
永
聡
美
「
中
世
王
権
と
舞
楽
」（
小
林
健
二
編
『
中
世
の
芸
能
と
文
芸
』
竹
林
舎
、

二
〇
一
二
年
）。

*11　

黒
板
伸
夫
『
藤
原
行
成
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
。

*12　

林
屋
辰
三
郎『
中
世
芸
能
史
の
研
究
』岩
波
書
店
、一
九
六
〇
年
。
滝
川
政
次
郎『
遊

行
女
婦
・
遊
女
・
傀
儡
女
』
至
文
堂
、
一
九
六
五
年
。

*13　

荻
美
津
夫
『
日
本
古
代
音
楽
史
論
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
七
七
年
。
鈴
木
規
子
「
内

教
坊
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」（『
皇
學
館
史
学
』
二
、一
九
八
七
年
）。
文
殊
正
子
「
歌

女
と
そ
の
周
辺
」（
園
田
香
融
編
『
日
本
古
代
社
会
の
史
的
展
開
』
塙
書
房
、

一
九
九
九
年
）。

*14　

注
12
、
13
論
文
参
照
。

*15　

注
１
の
拙
稿
で
は
、
雅
楽
寮
で
廃
止
さ
れ
四
ヶ
月
後
に
再
置
さ
れ
た
五
節
舞
師
を

新
嘗
祭
の
五
節
舞
姫
の
舞
師
と
考
え
た
が
、
訂
正
し
た
い
。

*16　

永
田
和
也
「
大
歌
所
に
つ
い
て
」（『
國
學
院
雑
誌
』
九
十
一
―
一
、一
九
九
〇
年
）。

*17　

実
資
の
舞
姫
献
上
に
際
し
て
費
用
を
親
族
や
家
人
的
受
領
層
に
分
配
し
た
こ
と
は

拙
著
『
家
成
立
史
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
一
年
で
検
討
し
た
。
ま
た
、
遠
藤

基
郎
注
１
著
書
参
照
。

*18　

甲
田
利
雄
『
年
中
行
事
御
障
子
文
注
解
』（（
株
）
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
七
六
年
。

*19　

西
本
昌
弘
編
『
新
撰
年
中
行
事
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
〇
年
。

*20　

所
功『
平
安
朝
儀
式
書
成
立
史
の
研
究
』国
書
刊
行
会
、一
九
八
五
年
。
同「
解
題
」

（『
神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
編
二　

西
宮
記
』
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
九
三
年
）。

*21　

尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
『
雲
図
抄
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
二
年
。

*22　

萩
谷
朴
『
紫
式
部
日
記
全
注
釈
』
角
川
書
店
、
一
九
七
三
年
。

*23　

前
掲
注
16
参
照
。
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Gosetumaishi
Gosetumaihime in the Heian Period
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